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イモチ・・・発生はほとんど見られませんでした。 
紋枯病・・・発生は少ない状況です。 

  

防除をまだ行なっていないほ場でカメムシ類が見られました。 
   郡内の山間部でイネアオムシ、沿岸部でセジロウンカ発生が確認されて 

います。 
 

★ これからの注意点！ 

 

   

カメムシの防除が出来ていない場合、出穂後、1 週間～１０日を目安に防除

を行ってください。イネの穂が垂れてきた時期が防除適期です。 

（セジロウンカ、イネアオムシについては特別な防除は必要ありません。） 

 

 

出穂後、早期に落水すると乳白米など未熟粒の発生原因にもなりますので、

ご注意ください。 

※ 今後の水管理として、間断かん水を行いましょう。 

 

 

 せっかく設置した電機柵も雑草が触れていると効果が大きく減少しますので、 

電気柵に触れないように管理を行いましょう。 

 また、電源の入れ忘れ、電池切れがないように注意してください。 


